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一般質問

とだ議会だより 160 号

Ｈⅰｂワクチン接種　
　　　　公費助成
Ｈⅰｂワクチン接種の
　　　　公費助成を求める

「供給体制や国の動向で検討する」

馬場　栄一郎　議員雇
用

　
く
ら
し

　
　
　
　
　
　

　
「
総
合
窓
口
」

雇
用
や
く
ら
し
に
対
す
る

　
「
総
合
窓
口
」
の
開
設
を

本
田 

　
哲

　
議
員

「
庁
内
で
連
携
し
適
切
な
対
応
に
努
め
る
」

議
員

　髄
膜
炎
は
、
脳
や
脊

髄
を
包
む
髄
膜
に
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
侵
入
し
、
炎
症
を

起
こ
す
病
気
で
、
原
因
菌
は
、

Ｈ

※

ｉ
ｂ
菌
が
６
割
以
上
を
占

め
て
い
る
。

年
間
千
人
近
く
の
子
ど
も
た

ち
が
発
症
し
、
５
％
が
死
亡
、

20
％
に
手
足
の
ま
ひ
や
発
達

の
遅
れ
、
難
聴
、
て
ん
か
ん

な
ど
後
遺
症
が
見
ら
れ
る
。

Ｈ
ｉ
ｂ
髄
膜
炎
に
対
す
る
Ｈ

ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
を

本
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　世
界
１
０
０
ヵ
国
以
上
で

導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後

は
Ｈ
ｉ
ｂ
髄
膜
炎
罹
患
者
が

激
減
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
接
種

の
推
奨
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
有
効
性
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。

議
員

　Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
は

ゼ
ロ
歳
の
時
に
３
回
、
１
年

後
に
１
回
の
計
４
回
の
接
種

が
必
要
で
、
合
わ
せ
て
３
万

円
ほ
ど
か
か
る
。
本
市
と
し

て
、
接
種
の
負
担
軽
減
が
で

き
な
い
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
不
十
分
で
あ
り
、
市
内

医
療
機
関
で
は
予
約
制
、
先

着
順
で
接
種
さ
れ
て
い
る
。

　本
市
で
は
、
安
定
的
な
供

給
の
確
保
状
況
や
国
の
定
期

予
防
接
種
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　発
達
障
害
児
が
利
用

で
き
る
障
害
者
自
立
支
援
法

適
用
施
設
の

負
担
軽
減
が

で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長

　

応
益
負
担
か

ら
応
能
負
担

へ
の
変
更
な

ど
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い

き
た
い
。

▲ちょっとがまんしてね……医療保健センターにて

議
員

　労
働
者
の
大
量
解
雇

が
続
く
中
、
雇
用
・
生
活
資

金
・
税
・
生
活
保
護
な
ど
の

相
談
を
１
ヵ
所
で
で
き
る
総

合
窓
口
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
」
を
開
設
し
、
く
ら
し
と

雇
用
を
守
る
取
り
組
み
を
強

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　各
関
係

課
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

さ
ら
に
密
に
し
、
適
正
な
相

談
が
迅
速
・
丁
寧
、
効
果
的

に
案
内
で
き
る
体
制
を
強
化

す
る
。

議
員

　市
の
地
域
職
業
相
談

室
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。

平
日
夜
間
、
土
曜
日
も
開
庁

し
て
、
職
業
相
談
の
時
間
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　市
が
行
っ
て

い
る
毎
週
水
曜

日
の
延
長
窓
口

に
あ
わ
せ
、
求

人
検
索
機
の
使

用
が
で
き
る
よ

う
埼
玉
労
働
局

に
要
望
し
て
い

く
。

末
現
在
、
未
納
者
は
２
８
９

１
人
中
２
２
３
人
。
４
月
か

ら
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
滞
納
状
況
を
知
る
た

め
に
個
別
訪
問
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

　資
格
証
明
書
の
発
行

で
無
保
険
状
態
に
な
る
の

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
命
と

健
康
に
か
か
わ
る
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
十
分
に
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
資

格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
な
い

よ
う
要
望
す
る
。

議
員

　後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
り
１
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
制

度
で
は
、
保
険
料
を
１
年
間

納
め
ら
れ
な
い
と
、原
則
「
資

格
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
内

の
滞
納
者
の
人
数
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
４
月

以
降
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長

　平
成
21
年
１
月

▲利用者が増えている地域職業相談室

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

資
格
証
明
書

発
達
障
害
児
の
家
族
に

対
す
る
負
担
軽
減
を
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　　　防災意識　向上
　　　　
市民の防災意識の向上を
　　　　　　いかに図るか

細井　幸雄　議員

「啓発活動が有効と認識している」

議
員

　①
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
待
機
者
は
現
在
２
ヵ

所
で
８
７
１
名
。
新
た
な
特

養
ホ
ー
ム
建
設
に
乗
り
出
す

と
き
で
は
。
②
介
護
人
材
不

足
へ
の
対
応
と
し
て
職
員
雇

用
へ
の
支
援
を
。

福
祉
部
長

　①
施
設
整
備
の

不
足
と
必
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、
民
間
で
設
立
の
動
き

が
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。

　

②
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
、

21
年
度
に
限
り
、
新
規
雇
用

と
ヘ
ル
パ
ー
２

級
取
得
に
助
成

を
行
う
。

議
員

　住
宅
地

の
通
過
交
通
の

解
決
へ
、
関
係

機
関
と
協
議

を
。

都
市
整
備
部
長

　現
在
、
通
過

交
通
に
か
か
わ

議
員

　防
災
意
識
の
啓
発
活

動
は
、
年
間
を
通
し
て
継
続

的
に
行
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意

識
を
喚
起
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
市
庁
舎
で
の
常
設

展
示
（
防
災
関
連
情
報
、
大

災
害
の
写
真
、
防
災
用
品
等
）、

垂
れ
幕
等
に
よ
る
防
災
標
語

の
常
設
掲
示
を
提
案
し
た
い
。

総
務
部
長

　設
置
場
所
の
確

保
を
検
討
し
た
い
。

議
員

　災
害
時
要
援
護
者
対

策
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
部
長

　関
係
部
署
が
保

有
す
る
デ
ー
タ
を
集
約
し
、

災
害
時
要
援
護
者
の
リ

ス
ト
と
し
て
ま
と
め

た
。
リ
ス
ト
を
さ
ら
に

整
理
し
、
有
事
の
運
用

体
制
の
検
討
に
着
手
す

る
。

議
員

　さ
き
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
６
４

３
４
人
が
亡
く
な
ら

れ
、
過
半
数
が
高
齢
者

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
１
割

は
室
内
家
具
の
転
倒
に

特
養
ホ
ー
ム
不
足

　

介
護
人
材
不
足

特
養
ホ
ー
ム
不
足
・

介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
を

岡
嵜

　
郁
子
　議
員

「
民
間
で
設
立
の
動
き
が
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
」

よ
る
圧
死
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
、
と
り
わ
け
高
齢

者
世
帯
、
独
居
老
人
に
対
す

る
「
家
具
転
倒
防
止
器
具
取

付
助
成
」
の
速
や
か
な
実
施

を
改
め
て
強
く
求
め
た
い
。

議
員

　洪
水
対
策
と
し
て
市

内
に
地
下
式
調
整
池
が
建
設

さ
れ
、
今
後
も
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
莫
大
な
建
設
費
と

多
額
の
維
持
管
理
費
を
要
す

る
の
で
、
新
設
に
際
し
て
、

ま
た
既
存
の
公
園
や
球
技
場

▲午後の散歩は満開の桜の下で

に
つ
い
て
は
、
改
修
に
よ
り

非
常
時
に
は
調
整
池
と
な
る

開
削
式
を
提
案
し
た
い
。
球

技
場
を
例
に
と
れ
ば
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
１
ｍ
～
２
ｍ
掘
り

下
げ
、
壁
を
階
段
状
に
す
れ

ば
観
客
ス
タ
ン
ド
に
も
な
る
。

都
市
整
備
部
長

　提
案
は
大

変
有
効
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
が
、
都
市
公
園
法
な
ど

の
制
約
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど

う
ク
リ
ア
で
き
る
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

美
女
木
７
丁
目

の
交
通
安
全
を

小
規
模
工
事
登
録
制

度
の
活
用

開
削
式
の
調
整
池
は

▲阪神・淡路大震災の数々の教訓を忘れずに

る
荒
川
河
川
管
理
用
道
路
の

閉
鎖
に
つ
い
て
、
国
、
さ
い

た
ま
市
、
戸
田
市
の
三
者
で

協
議
中
。
閉
鎖
し
た
場
合
の

車
の
動
線
が
ど
う
な
る
か
検

証
し
た
い
と
し
て
、
一
時
的

な
閉
鎖
を
国
に
要
望
し
て
い

る
。

市
民
生
活
部
長

　朝
の
通
学

時
間
帯
は
通
行
規
制
を
し
て

い
る
が
、
夕
方
な
ど
他
の
時

間
帯
の
規
制
は
す
ぐ
に
は
難

し
い
と
の
警
察
の
見
解
だ
。

今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
。

議
員

　零
細
業
者
が
公
共
事

業
を
直
接
受
注
で
き
る
小
規

模
工
事
登
録
制
度
の
実
績
と

活
用
は
。

財
務
部
長

　19
年
度
の
発
注

実
績
は
、
４
４
５
件
、
３
９

３
６
万
円
余
と
増
加
し
て
い

る
。
さ
ら
に
登
録
事
業
者
を

増
や
す
た
め
、
申
請
機
会
の

増
、
手
続
き
の
簡
便
化
、
制

度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い
。


